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  新庄河川事務所 鮭川出張所 

10 月 30 日から 11 月 21 日までの延 10 日間、鮭川さけ有効利用

調査委員会の主催で鮭有効利用釣獲調査が行われました。 

本来、川で鮭を釣ることは出来ないのですが、鮭の年齢や魚体の長さ、

個体数などの調査を目的に行われました。3 回目の開催となる今年は、

インターネットや釣り人のブログ、口コミ等で人気が広まり参加者も過

去最高となる 270 人を超えました。遠いところは三重県や愛知県名古

屋市から参加される方もいらっしゃったそうです。 

今年は釣れ具合も最高でたくさんの鮭が釣れたようで、参加者の皆さ

んは鮭川の素晴らしい景色の中、鮭釣りを楽しんでいた様子でした。 

こんなに釣れました★ 

鮭 川 橋 下 流 ～

米坂橋約 5．5

㎞の区間 

鮭川橋 

米坂橋 

河川区域内の樹木伐採の希望者を引き続き募集しています！詳しくは鮭川出張所までお問い合わせください 

鮭のすごい引きだｯ！ 

伐採募集箇所 

伐採前 薪やほだ木として自家消費されるとのことです☆ 

 鮭川出張所では、洪水時に川の流れを妨げるなど河川を管理する上で

支障となる河川敷地内の樹木を、地域の皆様に自ら伐採していただき有

効利用していただく取り組みを実施しています。 

 今回、公募により 2 名の方に鮭川村向居地区の支障木を伐採してい

ただき、無償でお持ち帰りいただきました。伐採した樹木は薪やほだ木

として有効活用されるとともに、今回伐採いただいたことで、川の流れ

が良くなり併せて伐採費用の縮減にもつながりました。 

樹木が繁茂し

て川が見えに

くい状態

見通しがよくな

り川が見えやす

くなりました 

大きい鮭ですね♪ 

伐採後 

来年は皆さんも参加して

みませんか？ 
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〒 999-5203 

山 形 県 最 上 郡 鮭 川 村 大 字 川 口 字 鶴 田 野 3018-4 

国 土 交 通 省  新 庄 河 川 事 務 所  鮭 川 出 張 所  担 当  田 中 ・ 三 堀  

TEL 0233-55-3020   FAX 0233-55-3083 

HP ｱﾄﾞﾚｽ http://www.thr .ml it .go . jp/shinjyou/ 

★ 「 み ず お と 」 を ご 覧 に な っ て の 感 想 や ご 意 見 を お 寄 せ 下 さ い 。  

★ 工 事 現 場 や 河 川 管 理 施 設 を 見 学 さ れ た い 方 は 鮭 川 出 張 所 ま で ご 連 絡 下 さ い 。  

 11/14 鶴田野地区子供会 12 名の皆

さんが、川口橋から鮭川合流点までの泉

田川河川敷のゴミ拾いをしてください

ました。9 月の出水の影響もありたくさ

んのゴミが集まりました。川をきれいに

していただきありがとうございました。 きれいになりました☆ 

真室川防災ステーション前の河川

敷で、油などが河川に流出した際に汚

染の影響を最小限に食い止めるため

のオイルフェンス等の設置訓練を行

いました。 

 当日は、国土交通省・県内沿川市町

村・山形県などの担当者ら約 90 人が

参加し、水質事故が多発する冬期間に

備え、万が一の際に迅速な対応ができ

るよう各種技術の習得・訓練を行いま

した。 

冬期間は、一般家庭のホームタンクや事業所のタンクから灯油などの油類が漏れ出し、身近にある道路

わきの側溝や水路を通じて河川に流れ出す事故が増加します。そして、その多くが人的ミスによるもので

す。事故を起こすと油の回収・処理の費用は事故を起こした原因者が責任を持って負担しなければなりま

せん。灯油など油の取り扱いには十分注意しましょう。 

屋根からの落雪による配管

の破損・脱落やホームタン

クの転倒に注意しましょ

う。 

除雪による配管の破損を防ぐた

めに目印を立てておきましょ

う。また、万一に備え防油堤を

設置しておくと安心です。 

配管やホームタンクの定期

点検に努めましょう。 

ホームタンクなどから灯

油を小分けするときはそ

の場を離れないようにし

ましょう。 


